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発 表 項 目 

（行事名） 
令和７年の気象経過と農作物の生育状況について 

概 要 

道では、農作物の生育状況等を的確に把握することにより、その状況に即し

た営農技術対策を策定し、これに基づく営農指導を進め、農業生産の安定向

上に資することを目的に、農作物生育状況調査を実施し、公表しています。 

 

 １０月２１日に今年度の調査の公表を終え、今般、令和７年の気象経過と農

作物の生育状況の概要をまとめましたので、お知らせします。 
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7.6℃ (+1.6℃) 13.2℃ (+1.6℃) 19.6℃ (+4.4℃) 24.2℃ (+5.3℃) 23.2℃ (+2.9℃) 19.1℃ (+2.2℃) 10.2℃ (-0.1℃)

130.0mm ( 216％) 46.5mm (  55％) 49.0mm (  60％) 53.5mm (  50％) 93.0mm (  66％)  187.5mm ( 134％) 31.5mm (  37％)

149.1ｈ (  77％) 194.8ｈ ( 103％) 227.8ｈ ( 154％) 185.2ｈ ( 152％) 130.7ｈ ( 104％) 183.5ｈ ( 133％) 160.6ｈ (  96％)

※ 括弧内の数値は平年比です。

　４月は低気圧や前線の影響で南から暖かく湿った空気が流れ込んだため曇りや雨の日が多く、14日にはまとまった雨が降っ
た。また、29日には上空に寒気が流れ込み雪やみぞれが降った。平年と比較して平均気温はかなり高く、降水量はかなり多く、
日照時間はかなり少なかった。
　５月は高気圧の張り出しにより晴れた日もあったが、低気圧や気圧の谷の影響で曇りの日が多かった。平年と比較して平均気
温は高く、降水量は少なく、日照時間は平年並だった。
　６月は高気圧の張り出しにより晴れた日が多く、中旬以降は暖かい空気が入り込み、17日から20日、24日から28日にかけては
真夏日となった。平年と比較して平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間はかなり多かった。
　７月は高気圧の張り出しにより晴れた日が多く、７日から８日、22日から25日にかけては猛暑日となるなど、暑くなった日が
続いた。平年と比較して平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間はかなり多かった。
　８月は高気圧に覆われ晴れた日もあったが、低気圧や湿った空気が流入した影響などで曇りや雨の日が多く、12日にはまと
まった雨が降った。平年と比較して平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間は平年並だった。
　９月は高気圧に覆われ晴れた日が多かったが、前線を伴った低気圧の影響により、13日から14日、20日から21日にかけてまと
まった雨が降った。平年と比較して平均気温はかなり高く、降水量は多く、日照時間はかなり多かった。
　10月は高気圧に覆われて晴れた日もあったが、北からの寒気の流入や低気圧の影響で曇りの日が多かった。28日には上空に寒
気が流れ込み、みぞれが降って初雪となった。平年と比較して平均気温と日照時間は平年並で、降水量は少なかった。

９　月

〔４月～10月の気象経過（帯広）〕

日照時間

７　月 10　月

令和７年の気象経過と農作物の生育状況（概要版）

区　　分 ４　月 ５　月 ６　月

令 和 ７ 年 11 月 28 日
十 勝 総 合 振 興 局

１　気象経過

降 水 量

【４月～10月累計】平均気温 3583.2℃（118％）、降水量 591.0mm（84％）、日照時間 1231.7h（114％）

平均気温

８　月

（アメダス帯広）
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２　融雪及び耕起作業

３　各作物の生育状況

４　まとめ

　融雪期は３月28日で平年よりやや遅く、４月以降の断続的な降雨の影響などにより耕起作業は遅くなった。

○　移植始は、４月以降の断続的な降雨の影響で平年より３日遅く、移植終は５日遅かったが、その後の生育は高温・多照により
　平年並に推移した。
○　病害虫の発生は、適切な防除により抑えられたが、褐斑病や飛来性害虫の発生が一部に見られた。
○　根部肥大は平年並となったが、根中糖分は平年よりやや低い傾向となっている。

　令和７年の農作物の生育状況は、４月中下旬の断続的な降雨によりばれいしょやてんさいの春作業が遅れた一方で、５月以降、
特に６月中旬から８月中旬までは気温がかなり高くなり、高温少雨の生育条件となったことから、総じて生育は平年よりも早く進
み、秋まき小麦やばれいしょ、手亡、牧草の２番草などで収量・品質への影響が生じた。

○　１番草の萌芽期は平年より１日早く、その後の生育は平年並に推移し、出穂始は平年並に迎えた。
○　収穫始は平年並に迎え、その後は好天により早く進み、収穫終は平年より５日早かった。
○　１番草の品質は平年並となった。
○　２番草の生育は、高温・少雨により平年よりやや遅くなり、一部の地域で夏枯れが見られた。
○　収穫始は平年より５日早く、降雨や作業競合により停滞したものの、収穫終は平年より１日早かった。

○　は種始は平年より１日遅く、その後の作業は降雨によりやや遅れ、は種終は３日遅かった。
○　出芽期は平年より２日遅かったが、生育は６月中旬以降の高温・多照により早く進み、黄熟期は平年より11日早かった。
○　収穫始は平年より８日早く、収穫終は７日早かった。

○　は種始は、４月以降の断続的な降雨の影響で平年より６日遅く、は種終は６日遅かったが、その後の生育は高温・多照により
　平年並に推移した。
○　病害虫の発生は、適切な防除により抑えられたが、褐斑病や飛来性害虫の発生が一部に見られた。
○　根部肥大は平年並となったが、根中糖分は平年よりやや低い傾向となっている。

○　は種作業は、いずれの品目も平年並に進んだ。
○　生育は、６月下旬以降の高温・多照により平年より早く進み、成熟期は金時と小豆は平年より８日、手亡は４日、大豆は
　10日早かった。
○　金時の収穫終は、９月中旬以降の断続的な降雨により作業が一時停滞したものの、平年より３日早かった。
　手亡の収穫終は、二次生長の影響で葉落ち不良となったが、平年より１日早かった。小豆の収穫終は平年より８日早く、
　大豆の収穫終は６日早かった。
○　手亡については、開花期に高温・少雨に当たったため花落ちによる着莢不良となり、収量は少なく、品質はやや不良と
　なった。

○　は種期は、令和６年秋の好天により平年より１日早く、出芽期は平年並だった。
○　起生期は、融雪の遅れにより平年より７日遅れ、その後の生育は好天により進んだものの、幼穂形成期・出穂期は２日
　遅かった。なお、雪腐病は平年より少なかった。
○　その後の生育は、高温・多照により早く進み、成熟期は平年より８日早かった。
○　収穫始は平年より７日早く、収穫終は６日早かった。
○　登熟期間が短くなったことから、実が十分に肥大せず細麦傾向となった。

○　植付始は、４月以降の断続的な降雨の影響で平年より４日遅く、植付終は６日遅かった。
○　萌芽期は、植付作業の遅れに伴い、平年より６日遅かった。
○　その後の生育は、高温・多照により平年並に推移した。
○　収穫作業は、降雨で一部で遅れが生じたものの平年並に始まり、収穫終は１日遅かった。
○　高温・少雨の影響により、でん粉価は平年よりやや低く、茎葉や塊茎の二次生長を生じたことから、規格内収量は少なく
　なった。
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